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■はじめに 

◆これから１年間、進路だより『Crescit（クレスキト） eundo（エウンド）』を通じて、栄進生の大切な未

来を築くためのさまざまな情報を提供していきます。 

◆この進路だよりのタイトルは、「進むにつれて成長する」という意味のラテン語です。今年、牛久栄進高校

は創立 40 年目を迎えます。先輩たちが築きあげた伝統を受け継ぎ、次に繋げていくのは皆さんです。全年次

生が入学時の気持ちを忘れず、更に魅力ある学校に育て上げていきましょう。  

 

■新入生（４０回生）の皆さんへ 

 ☆入学おめでとうございます☆ 

・新入生の皆さん、入学おめでとうございます。この４月から新たに始まった高校生活を前に、期待と

不安を胸に抱いていることと思います。 

高校生では、これまでと異なり何事に対してもある程度の自主性が必要となります。日々の学習、部

活動、校外活動など、それらに対しどの程度の力を注ぐのかは、個人の意識によるところが大きくなり

ます。ということは、高校生としての３年間でどの程度成長できるのか、は日々の心がけしだいという

ことになります。是非、様々な事柄に対して、積極的に取り組んでほしいと願っています。 

 ☆３年後の自分をイメージしてみよう☆ 

・入学したばかりでもう進路の話ですか？と思うかもしれませんが、例年実施している進路アンケート

によると、栄進生の約 90％の生徒が４年生大学への進学を希望し、その中の 70％以上が国公立大学を

希望しています。まだ具体的な事は考えられないかも知れませんが、裏面にこの春卒業した先輩方の主

な大学の合格実績を参考に、少しだけ考えて見ましょう。夏には各大学でオープンキャンパスが開催さ

れます。早めの準備を心がけましょう。 

 

■２年次生（39 回生）へ         年次テーマ 憧れるのをやめましょう 『夢』を『現実』にする１年間に！ 

 ☆既に入学してから一年が経ってしまいました☆ 

・栄進高校に入学してから、早くも一年が経過してしまいました。１年前に自分でイメージしたとおり

の生活が送れていますか？ 

高校生になったら○○や○○について頑張ろう！と考えていた自分になれていますか？ 

部活動でも上級生を脅かすような存在が台頭してくるなど、安心していられなくなってきます。でも

そんなときは周りを意識せず、自分がやるべき事にしっかりと取り組み、淡々と進んで行きましょう。

６月頃には先輩方も引退をし、部活動の中心メンバーとなり牽引していくことになります。 

年次の先生方とともに応援しています。 

 ☆文理に分かれての授業開始☆ 

・４月から文系・理系に分かれての授業がスタートしました。学習内容の難易度も上がり、専門性も強

くなりましたが、向上心を刺激されているはず！です。難しい問題にも前向きに挑戦し、アカデミック

な栄進生になってほしいと願っています。 

 

■３年次生（38 回生）へ         年次テーマ 一ミリの妥協も、一生の後悔も残さない一年を 

 ☆いよいよ最終学年☆ 

・ついに３年次生になりました。学習も部活動も仕上げの年です。しかし毎年この時期の３年生を見る

と、我々があれこれ言わなくても、自分でしっかりと切替ができている生徒が多数おり、さすが栄進生

だと感じています。3 月に実施された『合格体験談』の際にも、真剣に先輩方の話を聴く皆の顔つきを

みて受験生モードに切り替わった生徒が多くいることを実感しました。年次テーマにもあるように、一

年後に悔いが残らないように、最後までやりきってくれることを願っています。 

 

 ☆具体的な目標を早く設定しよう☆ 

・３年次生の皆さん、具体的な目標設定ができていますか？目標が設定されていれば、何をどの程度ま

で仕上げなくてはいけないのかが、自ずと決定されます。また日々の学習のモチベーションアップにも

繋がります。もし、まだ具体的な目標設定ができていない人は、一日も早く目標を見つけ、それに向け

てスタートしましょう。（既にスタートを切っている人が大勢います） 

・この春卒業した先輩方の主な大学の合格実績も是非参考にしてみてください。 



 

※2026年度入試 合格者数（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■編集後記  『あの時は一番楽しかった時期ですね』 

最近、全く異なるタイミングの会話の中で出てきた言葉です。一人はとある先生で、教員として過去に関わっ

た学年の生徒が大人になって、25 年ぶりに会って話をした際に、当時の彼らと関わった時期を思い出してこう

言っていました。もう一人はこの春卒業した 37回生で、部活の後輩の大会を応援に来た際に、栄進で過ごした

高校時代を思い出してこう言っていました。 

高校３年間はあっという間に過ぎてしまいますが、栄進高校での生活は一生の思い出となるものです。先生

方とともに日々の生活、学びを充実させて、我々教員も生徒も『あの時が一番楽しかった時期ですね』と言える

ような１年間にしていきましょう。 

 


